
土木離れを防ぐために、今すべきこと  ～「土木事象の模型実験」を例に～ 

（株）藤井基礎設計事務所 藤井 俊逸 

 

１ はじめに 

土木系の大学教授は土木系の学生が少ないことを嘆いておられる。また、土木系の会社を退

社して、まったく異分野に就職する人もでてきており、土木離れの問題が深刻化している。理由は

いくつか考えられるが、その一つとして土木に対する理解が得られていないという実態がある。 

たとえば、土木のイメージとして 

a) 道路の横でヘルメットを被って作業をしている人 

b) 受注にあたり談合を繰り返し、不等な利益を得ている 

c) 通常よりも高い金額で工事を行っている 

こんな感じではないだろうか？全く嘘ではないが、土木に関わっている立場からすると、実態が

理解されていないと感じる。これは、一般の人が悪いのではなく、土木に関わる人が、土木業界と

いうものを上手く伝えていないからだと考えられる。 

社会基盤の基礎となる道路や宅地や河川などの施設を作るには、総合的な知識が必要となる。

いろいろな分野の人の知恵を集めて、社会基盤となる施設を作り上げることは、世の中にとって、

大事なこととなる。そのことを、一般の人に理解してもらうことが、今とても重要になってきている。 

私は、土木の様々な事象を「模型実験」という形で、土木の日のイベントや、地域のお祭りなど

で実施してきた。ここでは、その紹介と、今後どのようにしていくべきか？について私の考えを述

べる。 
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写真-１ 
地域のお祭りで模型実験を

している様子。 



 

３ 模型実験の紹介 

ここでは、2 つの模型実験を説明する。写真-２、写真-３、写真-４にパスタモデル、ストローモデ

ル、地すべりと水の関係モデルの写真のみを示す。雰囲気を掴んで欲しい。 

① まもる君シリーズ 

a) 概要 

土木に関わる人は当たり前のように知っている、重力式擁壁の説明モデルです。 

b) 特徴 

土のモデルとしてボルト・ナットのナットを用います。重力が作用することで擁壁が土に

押されて変形する様子が再現できます。擁壁の形状によって変形したり、しなかったりし

ます。 

c) 方法 

図-１が、土がナットでモデル化されることを説明したものです。 

次に「スライドモデルで重力を再現できる」ということを理解してもらいます。 

理屈は難しいですが、実際に装置を回してもらうと、なんとなく理解してもらえます。 

次に、擁壁というものの説明をします。 

一般の人は表面に見えるコンクリート面だけを認識していますが、その奥が板の

ようになっているのか、台形の形になっているのかがわからないようです。擁壁に

はいろいろな種類（重力式、もたれ式、逆 T 式）があることを説明すると、感心され

ます。 

図-２で、「やせっぽっちの擁壁―まもる君 1 号」は、土に押されて変形することを体感し

てもらいます。 

土の変形がどのようになるのかも感じてもらえます。専門の人はそれが主働土圧

であることがわかりますが、一般の人は当然わかりません。 

土が擁壁を押す力を計算で求めるというと、「土木の人も計算をするのですね」と

いうような反応をされます。計算するときは材料の持っている性質を調べ（γ、C,

Φ）、力学計算をするのですよ。「数学と物理の知識が必要です」と言います。 

子供がいれば「、きちんと勉強しないといけないよ」などと、今勉強していることが、

社会に出ていかに役立つことを体感させてあげます。今勉強していることの意義

を感じる機会が、意外と少ないのではないかと思います。 

図-３で、「太っちょの擁壁―まもる君２号」は、土に押されてても、びくともしないことを体

感してもらいます。 

ちょっとした形状の違いで、動かなくなることに興味をもちます。 

計算をして形を決めるとうことは、専門の人には当たり前ですが、一般の人には

結構新鮮なことのようです。 

興味をもってもらえたら、「土の間にすべりやすい紙を挟んだ場合に、どのようになると

思う」などと質問をすると、土木の世界に興味をもってくれます。将来の土木技術者の誕

生になるかもしれません。 



 

d) 

図-１ 土粒子のモデル化 
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図-３ まもる君２号は安定 

図-２ まもる君１号は転倒 



 

② ナトムトンネルシリーズ 

a) 概要 

土木の人でもはっきりわからない、ナトムトンネルの支保機能に関する模型です。 

b) 特徴 

土・岩盤のモデルとして、ボルト・ナットのナットを使います。地山に放射状に挿した鉄筋

が、上からの土の荷重を支えることを体感してもらうものです。 

c) 方法 

図-４のように、ナットの入った枠を立てることで重力を作用させます。 

図-５が、装置の材料です。 

図-６は、放射状の鉄筋が無い場合のモデル化です。 

図-６（上）のように、ナットを並べて、トンネルの形に空洞を作ります。実際には、

発泡スチロールの型を入れておき、それを取り除きます。 

空洞の周りには、覆工コンクリートを意識した厚紙の枠が入っています。 

この状態で、図-５のように立てると、重力が作用します。ナットは下に落ちようとし

て、厚紙でできたトンネルは、図-６（下）のように潰れてしまいます。 

図-７は放射状の鉄筋を紙でモデル化したものです。 

上と同様にナットを並べますが、今度は放射状の紙が入っています（図-７（上））。 

この状態で、図-５のように立てることで重力を作用させます。 

すると不思議なことに、今回はトンネルが潰れません。図-７（下）がそのときの様

子です。この現象はマジックのように映るようです。 

図-８の斜線部のナットは、3 方向が紙で囲まれているため動きにくなり、あたかも

レンガブロックのようになります。このレンガブロックが、上からの力を支えることに

なります。ですから、トンネルの内側は多少変形しています。変形しながらレンガブ

ロックが強くなってきているのです。 

ここで、一般の人に次のように説明します。 

放射状の鉄筋は、土が悪ければ鉄筋を太くし、長くしなければなりません。 

地盤の中をくり抜いて地盤を調べたり、振動を与えて地盤の中の強さがどのよう

になっているのかを調べます。最後は地質調査の専門家が、地球のできた歴史を

頭に入れながら、地盤の中がどのようになっているのかを想定します。 

その情報から、設計をする人が、鉄筋の長さや太さを決定していくのです。 

一般の人は、まずトンネルに鉄筋が放射状に入っていることをしりません。また、トンネ

ル設計にあたり調査していることも知りませんので、とても感心されます。 



 

 

図-４ 重力のかけ方 図-５ 実験材料 

図-６ 放射状鉄筋なし 図-７ 放射状鉄筋あり（ナトム） 



４ 今までの活動状況と感想 

「模型実験」をいろいろな場所で行ってきた。その事例と、そのときに感じたことを整理した。 

① 地域のお祭り（隠岐の島町中村地区の事例） 

地域のお祭りに合わせて、道路工事の説明を県土整備事務所が主体で行った。その場

に参加して、その道路工事で用いた工法の説明を、模型を使って行った。 

地元の人は、「トンネルの中にロックボルトが入っていて、それがトンネルの安全性を確保

していること」に対して、驚いておられた。ジオテキスタイルについても説明し、「コンクリー

トでないので不安に思っていたが、話を聞いて安心しました」と話された。 

② 土木の日のイベント 

土木の日のイベントには、不特定多数の人が来るので、誰もが知っている、擁壁を中心に

話をすることが多い。まず、擁壁という言葉に馴染がないことや、擁壁は「コンクリートの

壁」としか思っていないことに驚いたが、よく考えるとそうなのだろうなと感じた。 

「自分の家の擁壁が傾いているけれど、どこに相談してよいのかわからない」との話も聞く。

相談にのってあげるととても喜ばれた。 

擁壁の形状や、その形を計算で決めていることを話すと、「土木の人でも計算するの」とか、

「土の強さを決めて計算しているの」とか、大変驚かれる。 

③ 発注者への説明 

国土交通省、県土木などで説明を行っている。「基準や本でしか知らなかったことが、よく

理解できて勉強になった」とか、「本質がわかると現場での対応に役立つ」との意見が聞

かれる。ある程度専門の人も、興味をもってもらえることがわかった。 

④ 工事業者への説明 

施工業者にも説明を行っている。「現場で土に関するトラブルが多いが、過去の経験に頼

ることが多いが、理屈がわかると対応方法わかるのでよい」とか、「本でも現場のトラブル

対応については詳しく書いたものが少ないので、役にたった」とか、「基準中心で判断して

いたが、本質を捉えると、現場で臨機応変な対応がしやすくなった」とかの意見が聞けた。 

図-８ 放射状鉄筋ありの場合の支える力 
 

放射状の鉄筋の間の土は動きにくいので、その部

分がレンガブロックのようになる。上からの力を受け

てレンガブロックがだんだん硬くなっていく。そのレン

ガブロックがさらに上からの力 P1 を支える。 



５ 今後必要なこと 

「模型実験」に関して、今後必要と思われることを列記してみる。 

① 模型実験を有効利用する機会の確保 

a) 本として出版 

b) テレビなどのメディアでの説明 

c) ロボコンのような企画を、高専中心に展開してメディアに載せるように工夫する 

d) 小学生の夏休みの研究で、取り上げることができるように「研究ネタ本」を作る 

e) 科学の世界で、「米村でんじろう」のような芸人風な人を生んだように、土木の世界でも

そのような芸人を生み出す。 

② 一般の人に土木工学を普及させるための事業費の確保 

新工法などの技術開発には補助金がつくが、土木工学の広報活動は現在、ボランティアに

頼っているのが実態である。現在の土木離れの深刻な状況を打開するために、土木工学を

一般市民、特に子供たちに伝えていく必要性がある。 

予算化して、土木工学の普及を図るべきだと考える。 

 

６ おわりに 

私は「物づくり」が好きである。考えて、手を動かして「物」を作っていくことは、人間が本質的に

持っている楽しみだと思う。本棚を作ったり、絵を描いたりする作業は 1 人でできるが、土木施設

を作ろうとすると一人ではできない。いろいろな専門家が集まってチームで行う必要がある。 

いろいろな学問や工学、日本のハイテク技術、それに携わる人の技量（測量、調査、設計、施

工、管理）など全てがそろって始めて、土木施設ができる。国の総合的な技術力が反映され、魅

力のある仕事である。 

私は、「模型実験」を通じて、その魅力を伝えていこうと思う。他にもいろいろな手法が考えられ、

それぞれの専門家がそれぞれの手法で、一般の人に魅力をアピールしていくことが大事である。 



 

転倒

滑動

水注入

写真-２ 
パスタを使った、構造物の変形と土

の挙動の体感モデル。 
手の感触で支持力や水平方向の

抵抗を知ることができる。 

写真-３ 
ストローを使って土をモデル化し、

土のうの説明を行ったもの。 
昔から使われている土のうは、実

は土質力学的にも非常に強度があ

ることが最近の研究でわかった。 

写真-４ 
スポンジを使って、降雨時に地すべ

りが移動する理由を説明。 
見ると当たり前と納得するが、間隙

水圧とか言われると、数字しか頭

に入らない。 


